
一
、
序

�魏
西
晉
期
の

�答
詩
を
例
に
、
詩
形
別
の
詩
作

�況
を

�べ
て
み

る
と
、

�代
で
は
四
言
が

�流
で
あ
る
が
、
魏
（
１
）で
は
五
言
が

�流
と

な
り
、
そ
れ
が
西
晉
期
に
入
る
と
再
び
四
言
が

�流
と
な
る
、
と
い
っ

た
變

�が
確

�さ
れ
る
。
筆

	は
こ
れ
ま
で
西
晉
期
に
お
け
る
四
言
詩

の


行
に
つ
い
て
、
そ
の

�因
を
考
え
て
き
た
（
２
）。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な

�答
詩
に
お
け
る
詩
作

�況
の
變

�か
ら
見
た
場
合
、

�代
の
詩

歌
創
作
の
あ
り
よ
う
と
西
晉
期
の
そ
れ
と
が
、
繼
承
關
係
と
い
う
點
に

お
い
て
は
、
自
然
の
流
れ
と
し
て
結
び
つ
く
の
で
は
な
い
か
、

�に

「

�答
」
の
詩
を
含
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
詩
が

�と
し
て
五
言
で

作
ら
れ
る
と
い
っ
た
魏
に
お
け
る
詩
歌
創
作
の
あ
り
よ
う
の
方
が
、
む

し
ろ

樣
な
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
に
至
っ
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
な
に
ゆ
え
魏
に
お
い
て
五
言
詩
が
流
行
し
た
の

か
、
そ
の

�因
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

二
、
四
言
と
五
言
の
特

�

ま
ず
初
め
に
、
「
四
言
」
と
「
五
言
」
が
備
え
持
つ
性
質
・
特

�を

確

�し
て
お
き
た
い
。

「
四
言
」
は
、
儒

�の
經
典
の
一
つ
で
あ
る
『
詩
經
』
に
由
來
し
、

そ
れ
ゆ
え
に
傳
統
性
を
有
し
た
典

�さ
を
備
え
た
詩
形
で
あ
る
と
言
え

よ
う
。
し
か
も
、

�讀
す
る
に
當
た
り
、
句
末
に
休

�の
な
い
二
拍
子

の
均
質
な
リ
ズ
ム
は
、
安
定
感
・
重
厚
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
一

方
で
、

�板
さ
・
單

�さ
を

�れ
な
い
と
い
う
マ
イ
ナ
ス

�素
を
も
合

わ
せ
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特

�か
ら
、
典

�さ
が
求
め
ら
れ
る

分
野
の
詩
、
例
え
ば
「
宮

�
�樂

」「
應
詔
・
應
令
」「
侍
宴
」
な
ど
の

魏
に
お
け
る
五
言
詩
流
行
の

�因
に
つ
い
て

矢
田

�

士



詩
、
あ
る
い
は
儒

�を
信
奉
す
る
士
人

�で
や
り
と
り
さ
れ
る
「

�答
」

の
詩
を
作
る
に
あ
た
っ
て
は
、
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
詩
形
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、

�板
・
單

�で
面
白
み
に
缺
け
る
た
め
で

あ
ろ
う
、

�第
に
創
作
の
對
象
と
し
て
は

�み
ら
れ
な
く
な
り
、
六

	

の
後


期
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
作
ら
れ
な
く
な
る
。

そ
れ
に
對
し
て
、
「
五
言
」
は
、

�代
の
民

�歌

�に
由
來
し
、
そ

れ
ゆ
え
に
四
言
に
比
べ
れ
ば
大
衆

・

�俗

な
詩
形
で
あ
る
と
言
え

よ
う
。
し
か
し
、
句
末
に
一
字
分
の
休

�が
あ
る
三
拍
子
の
リ
ズ
ム
は
、

變

�に
富
み
齒
切
れ
が
良
く
、
創
作
の
對
象
と
し
て
は
、

�板
・
單

�

な
四
言
よ
り
も
魅
力

な
詩
形
で
あ
る
と
言
え
る
。
さ
ら
に
五
言
の
場

合
、
四
言
よ
り
も
一
字
分
多
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
作

�の
心

�や
意
圖

を

�り

�み
や
す
い
と
い
う
利
點
が
考
え
ら
れ
る
。

�す
る
に
、
五
言

詩
は
四
言
詩
よ
り
も
、
面
白
み
が
あ
る
う
え
に
、
作
り
や
す
い
詩
形
で

あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
六

	の
後


期
に
お
い
て
五
言
が
完

�
に
四
言
を
凌
駕
し
、
詩
歌
創
作
の

�流
と
な
っ
た

�た
る

�因
も
ま
た
、

こ
の
點
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
（
３
）。

三
、

�魏
西
晉
期
の

�答
詩
に
お
け
る

詩
形
別
の
詩
作

�況

で
は

�に
、

�魏
西
晉
期
の

�答
詩
に
お
け
る
詩
形
別
の
詩
作

�況

に
つ
い
て
、
確

�し
て
み
た
い
。

《

�代
の

�答
詩
》

現
存
す
る
も
の
は
、
以
下
の

�り
で
あ
る
。
な
お
、
王
粲
は
一
般
に

「
建
安
の
七
子
」
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の

�答
詩
に
つ
い

て
は
、
お
お
む
ね
曹
操
に
歸
順
す
る

�の
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
（
４
）、

�

代
に
分

�し
た
。
ま
た
、
蘇
武
と
李
陵
の

�答
詩
に
つ
い
て
は
、
實
際

に
彼
ら
が
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
す
る
の
が
ほ
ぼ
定

�と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
對
象
か
ら
は
ず
す
こ
と
に
し
た
（
５
）。

朱
穆
「
與
劉
伯
宗

�交
詩
」
四
言

桓

�「
答
客
詩
」

四
言

秦
嘉
「

�
�詩

」
四
言

「

�
�詩

三
首
」

五
言

「
答

�詩
」

五
言

徐
淑
「
答
秦
嘉
詩
」

楚
歌

蔡

 「
答
對
元
式
詩
」

四
言

「
答
卜
元
嗣
詩
」

四
言

王
粲
「

�蔡
子
篤
詩
」

四
言

「

�士
孫
文
始
」

四
言

「

�文
叔
良
二
首
」

四
言

「
�楊

!
"」

四
言

中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
五
集
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秦
嘉
と
徐
淑
と
の
夫

�
�で

の

�答
詩
に
四
言
以
外
の
詩
形
が
見
ら

れ
る
ほ
か
は
、

�て
四
言
の
作
で
あ
る
こ
と
が
確

�さ
れ
る
。
な
お
、

�山
剛
一

�氏
は
、
秦
嘉
と
徐
淑
の

�答
詩
に
つ
い
て
は
、
使
用
さ
れ

て
い
る
語
彙
の
面
か
ら
、
西
晉
期
の
作
の
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
す
る
（
６
）。

だ
と
す
れ
ば
、
現
存
す
る

	代
の

�答
詩
は
、

�て
四
言
の
作
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
現
存
數
は
少
な
い
と
は
い
え
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、

	

代
で
は
士
人

�で
詩
の
や
り
と
り
を
行
う
場
合
は
、
四
言
で
行
う
の
が

慣
例
で
あ
っ
た
と


斷
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

《
魏
の

�答
詩
》

現
存
す
る
も
の
は
、
以
下
の
二
十
九
例
（
７
）。
そ
の
う
ち
の
二
十
二
例

を
五
言
詩
が
占
め
る
。
明
ら
か
に

	代
と
は

�な
る
詩
作

�況
が
確

�

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
（
８
）。

劉
楨
「

�五
官
中

�將
詩
四
首
」

五
言

「

�徐
幹
詩
二
首
」

五
言

「

�從
弟
詩
三
首
」

五
言

徐
幹
「

�五
官
中

�將
詩
」

四
言

「
答
劉
楨
詩
」

五
言

曹
植
「

�徐
幹
詩
」

五
言

「

�丁
儀
詩
」

五
言

「

�王
粲
詩
」

五
言

「

�丁
儀
王
粲
詩
」

五
言

「

�丁

詩
」

五
言

「

�白
馬
王
彪
詩
七
首
」

五
言

曹
彪
「
答
東
阿
詩
」

五
言

�欽
「

�
�公

明
詩
」

四
言

邯
鄲
淳
「

�
�處

玄
詩
」

四
言

杜
摯
「

�
�丘

儉
詩
」

五
言

「

�
�丘

荊
州
詩
」

五
言

�丘
儉
「
答
杜
摯
詩
」

五
言

郭
遐

�「

�
�康

詩
三
首
」

五
言

郭
遐
叔
「

�
�康

詩
四
章
」

四
言

「

�
�康

詩
」

五
言

阮
侃
「
答

�康
詩
二
首
」

五
言

�康
「

�兄
秀
才
入
軍
十
八
章
」

四
言

「

�秀
才
詩
」

五
言

「
答
二
郭
詩
」

五
言

「
與
阮

�如
詩
」

五
言

�喜
「
答

�康
詩
」

四
言

「
答

�康
詩
三
首
」

五
言

江

�「
答
賀

�詩
」

四
言

魏
に
お
け
る
五
言
詩
流
行
の

�因
に
つ
い
て
（
矢
田
）
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「
答
軍
司
馬
詩
」

五
言

《
西
晉
期
の

�答
詩
》

�部
で
一
一
一
例
が
現
存
し
、
そ
の
う
ち
の
六
十
五
例
が
四
言
で
、

四
十
六
例
が
五
言
で
あ
る
。
五
言
詩
が
四

�を
占
め
て
は
い
る
が
、
魏

末
の
三
例
と
陸
機
・
陸
雲
の
入
洛

�の
三
例
を
除
く
四
十
例
の
う
ち
の

少
な
く
と
も
三
十
例
は
惠

�期
に
入
っ
て
か
ら
の
作
と

�斷
さ
れ
、
し

た
が
っ
て
武

�期
に
限
る
な
ら
ば
、
四
言

�答
詩
の
比

�は
、

	代
と

同
樣
に
、
極
め
て
高
い
も
の
と
な
る
（
９
）。
す
な
わ
ち
、
西
晉
に
入
り
、

	代
の
慣
例
が
復
活
し
た
か
の
よ
う
な
現
象
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
西
晉
期
の
四
言

�答
詩
は
、
單
に
四
言
で
作
ら
れ
る
と
い
う

點
で
、

	代
の
そ
れ
と


似
す
る
の
み
な
ら
ず
、

�容
面
や
表
現
面
に

お
い
て
も
、
以
下
の
例
の

�り
、
極
め
て


似
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

�蔡
子
篤
詩

王
粲


飛

鸞


た
り
飛
鸞

載
飛
載
東

載 す
な
わち
飛
び
載
ち
東
す

我
友
云
徂

我
が
友
云 こ
こに
徂 ゆ

き

言

�舊
邦

言 こ
こに
舊
邦
に

�ら
ん
と
す

…
…

…
…

�子
同
寮

子
と
寮
を
同
じ
く
し

生
死
固
之

生
死
之
れ
を
固
く
せ
ん

何
以

�行
何
を
以
っ
て
か
行
く
に

�ら
ん

言
賦
新
詩

言 こ
こに
新
詩
を
賦
す

…
…

…
…

�陸
機
出
爲

�王

�中
令
詩
六
章

潘
尼

崑
山
何
有

崑
山
何
を
か
有
る

有
瑤
有
珉

瑤
有
り
珉
有
り

�爾
同
僚

爾
と
僚
を
同
じ
く
し

�惟

�臣

�

と
もに
惟 こ

れ

�臣
た
り

…
…

…
…

（
第
三
章
）

昔
子
忝
私

昔
子
私
を
忝
く
し

貽
我
蕙

�

我
れ
に
蕙

�を
貽
る

今
子
徂
東

今
子
東
に
徂 ゆ

く
に

何
以

�旃
何
を
以
っ
て
か
旃 こ

れ
に

�ら
ん

…
…

…
…

（
第
六
章
）

王
粲
の
詩
は
、
と
も
に
荊
州
に

�を

�け
て
い
た
蔡
睦
（
字
は
子
篤
）

が
故

�に
歸
る
こ
と
に
な
っ
た
折
り
の
作
。
一
方
の
潘
尼
の
詩
は
、
愍

中
國
詩
文
論
叢
第
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懷
太
子
府
の
同
僚
で
あ
っ
た
陸
機
が

�王

�中
令
に
轉
出
と
な
っ
た
折

り
の
作
で
あ
る
。
兩

�の

�容
面
お
よ
び
表
現
面
の

�似
性
は
一
目
瞭

然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に

�代
と
西
晉
期
の
四
言

�答
詩
の

�似
性
が
確

	さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
魏
に
お
け
る

�答
詩
の
詩
作


況
の

�樣
さ
が

�々
際
だ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

以
上
、

�魏
西
晉
期
に
お
け
る

�答
詩
の
詩
作


況
を
整
理
す
る
と
、

以
下
の

り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

①

�代
に
お
い
て
は
士
人

�の
詩
の

�答
は
四
言
で
行
う
の
が
慣

例
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
と
こ
ろ
が
、
魏
に
お
い
て
は
そ
の
慣
例
が
破
ら
れ
、
他
の
分
野

の
詩
と
同
樣
、

�答
の
詩
に
お
い
て
も

�と
し
て
五
言
に
よ
っ
て

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

③
そ
れ
が
西
晉
初
期
の
武

�期
に
な
る
と
、

�代
の
慣
例
が
復
活

し
、

�答
詩
が

�と
し
て
四
言
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

四
、
魏
に
お
け
る
五
言
詩
流
行
の

�因

で
は
、
な
ぜ
魏
に
お
い
て
は
、
四
言
で
の
創
作
を
慣
例
と
し
て
い
た

「

�答
」
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
詩
が

�と
し
て
五
言
で
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
そ
の

�因
と
し
て
、
以

下
の
三
點
を
指
摘
し
て
み
た
い
。

（
ⅰ
）
君

�
�力

側
に
あ
る
人
た
ち
の
詩
歌
へ
の
愛
好
。

（
ⅱ
）
倡
家
の
出
身
で
あ
る
卞
夫
人
の
影

�。

（
ⅲ
）
曹
操
の
政
策
と
し
て
の
「
文
學
の
宣
揚
」
に
よ
る
影

�。

【（
ⅰ
）
君

�
�力

側
に
あ
る
人
た
ち
の
詩
歌
へ
の
愛
好
】

魏
に
お
い
て
は
、
曹
操
を
は
じ
め
君

�
�力

側
に
あ
る
人
物
自
ら
が

詩
歌
創
作
の
實
踐

�で
あ
っ
た
。

曹
操
は
、
詩
歌
に
對
し
て
極
め
て
高
い
關
心
を
示
し
て
い
た
よ
う
で
、

そ
れ
は
王
沈
の
『
魏
書
』
（
『
三
國
志
』
卷
一
「
魏
書
・
武

�紀
」
の
裴
松
之

�、

�引
）
の
以
下
の
記

�か
ら
も
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

登
高
必
賦
、

�
�新

詩
、
被
之
管
弦
、
皆

�樂
章
。

〔
高
き
に
登
れ
ば
必
ず
賦
し
、
新
詩
を

�る
に

�び
て
は
、
之
れ

を
管
弦
に
被
ら
し
め
、
皆
な
樂
章
と

�る
。〕

曹
操
の
詩
歌
は
、
二
十
首
あ
ま
り
が
現
存
し
、
そ
の
す
べ
て
が
「
樂

府
」
で
あ
る
。
四
言
や
雜
言
の
も
の
も
見
ら
れ
る
が
、
五
言
句
を
基

�

と
し
た
も
の
が
多
く
、
さ
ら
に
「
薤
露
行
」
「
蒿
里
行
」
「

�
�行

」

「
却
東
西
門
行
」
な
ど
、
五
言
の
齊
言
の
作
も
存
在
す
る
。

文

�・
曹
丕
の
詩
歌
は
、「
樂
府
」
が
二
十
五
首
、「
徒
詩
」
が
二
十

魏
に
お
け
る
五
言
詩
流
行
の

�因
に
つ
い
て
（
矢
田
）
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首
ほ
ど
現
存
す
る
。
「
樂
府
」
の
方
に
は
四
言
や
雜
言
の
も
の
も
見
ら

れ
る
が
、
「
徒
詩
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の

�七

�が
五
言
の
齊
言

詩
で
あ
る
。

明

�・
曹
叡
の
詩
歌
は
、
二
十
首
ほ
ど
現
存
し
、
い
ず
れ
も
「
樂
府
」

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の

�數
が
五
言
の
齊
言
の
作
で
あ
る
。

ま
た
、
曹
丕
が

�位
し
て
以

�、
君

�
	力

の
側
か
ら
は
疎
外
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
が
、
魏
の
皇
族
で
あ
る
曹
植
も
ま
た
、
こ
の
時
代
を
代

表
す
る
五
言
詩
の
作


と
し
て
名
高
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
彼
ら
は
、
自
ら
も
ま
た
詩
歌
創
作
の
實
踐


で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
五
言
詩
の
魅
力
に
つ
い
て
も
、
十
分
に
實
感
で
き
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
魏
に
お
い
て
は
、
皇

�や
皇
族

な
ど
、

	力
側
に
あ
る


が

�先
し
て
五
言
詩
を
創
作
し
た
。
そ
し
て

そ
の
こ
と
が
、
當
時
に
お
け
る
五
言
詩
流
行
の

�因
の
一
つ
に
な
っ
た

こ
と
は
、
ほ
ぼ


�い

な
い
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
西
晉
の
皇

�や

皇
族
で
、
詩
歌
の
創
作
に
關
心
を
示
し
た


は
、

�く
と
い
っ
て
よ
い

ほ
ど
お
ら
ず
、
彼
ら
の
作
と
さ
れ
る
詩
歌
は
、
『
晉
書
』
卷
一
「
宣

�

紀
」
に
載
せ
る
司
馬
懿
の
四
言
詩
一
首
の
ほ
か
は
、
見
あ
た
ら
な
い
。

【（
ⅱ
）
倡
家
の
出
身
で
あ
る
卞
夫
人
の
影

�】

自
ら
の
作
っ
た
詩
を
樂
曲
に
合
わ
せ
歌
う
こ
と
を
好
ん
だ
曹
操
の
傍

ら
に
は
、
常
に
「
倡
優
」
と
稱
さ
れ
る


た
ち
が
侍
っ
て
い
た
と
言
う
。

『
三
國
志
』
卷
一
「
魏
書
・
武

�紀
」
の
裴
松
之
の

�に
引
く
『
曹
瞞

傳
』
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

好

�樂
、
倡
優
在
側
、
常
以
日

�夕
。

〔

�樂
を
好
み
、
倡
優
側
ら
に
在
り
、
常
に
日
を
以
っ
て
夕
に

�す
。〕

「
倡
優
」
と
は
、
樂
人
や
俳
優
の
こ
と
。
以
下
の
記

�か
ら
、
自
ら

積
極

�に
天
子
や

�侯
や

	勢
の
あ
る
家
に
取
り
入
り
、
そ
の
宴
席
な

ど
で
歌

�
�曲

や

�當
を
披
露
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
て
い

た
、
お
そ
ら
く
は
家
族
を
中
心
に

�
�さ

れ
て
い
た
職
能

�
�人

集
團

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
（

�）。

中
山
地

�人
衆
。
…
…
多
美
物
、
爲
倡
優
。
女
子
則
鼓
鳴
瑟
、

�
�、

游
媚
貴
富
、
入
後
宮
、

�
�侯

。

〔
中
山
地
は

�く
人
は
衆
し
。
…
…
美
物
多
く
、
倡
優
と
爲
る
。

女
子
は
則
ち
鳴
瑟
を
鼓
し
、

�を

�

は

き
、
游
び
て
貴
富
に
媚
び
、

後
宮
に
入
り
、

�侯
に

�し
。
／
『
史
記
』
卷
一
二
九
「
貨
植
列

傳
」〕
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叢
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李

�年
、
中
山
人
、
身

�父
母
兄
弟
、
皆
故
倡
也
。

〔
李

�年
、
中
山
の
人
、
身

�び
父
母
兄
弟
、
皆
な
故 も

と
倡
な
り
。

／
『

�書
』
卷
九
十
三
「
佞
幸
傳
」〕

そ
し
て
、
曹
操
の
夫
人
で
曹
丕
と
曹
植
の
母
に
あ
た
る
卞
氏
も
ま
た
、

倡
家
の
出
身
で
あ
っ
た
。
『
三
國
志
』
卷
五
「
魏
書
・
后
妃
傳
」
に
以

下
の
よ
う
に
言
う
。

武
宣
卞
皇
后
、
瑯

�開
陽
人
、
文

�母
也
。
本
倡
家
。
年
二
十
、

太

�於

�
	后

爲
妾
。

〔
武
宣
卞
皇
后
は
、
瑯

�開
陽
の
人
、
文
�の

母
な
り
。
本
と
倡

家
な
り
。
年
二
十
に
し
て
、
太

�

�に
於
い
て
后
に

	れ
妾
と

爲
す
。〕

で
は
、
「
五
言
」
の
詩
と
「
倡
家
」
と
の


に
は
ど
の
よ
う
な
關
係

が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
點
に
つ
い
て
、
西
晉
・
摯

�は
『
文
章

流
別
論
』
の
中
で
、
以
下
の

�り
、
「
五
言
」
は
「
俳
諧
倡
樂
」
が
多

く
用
い
た
詩
形
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

古
之
詩
有
三
言
・
四
言
・
五
言
・
六
言
・
七
言
・
九
言
。
…
…

五
言

、
「
誰
謂
雀
無
角
、
何
以
穿
我
屋
」
之
屬
是
也
。
於
俳
諧

倡
樂
多
用
之
。
…
…

〔
古
の
詩
に
三
言
・
四
言
・
五
言
・
六
言
・
七
言
・
九
言
有
り
。
…
…

五
言
な
る

は
、
「
誰
か
謂
は
ん

雀
に
角
無
し
と
、
何
を
以
っ

て
か
我
が
屋
を
穿
つ
」
の
屬
是
れ
な
り
。
俳
諧
倡
樂
に
於
い
て

多
く
之
れ
を
用
ふ
。
…
…
〕

確
か
に
、
「
倡
家
」
出
身
の
李

�年
が
、

�
�の

武

�に
妹
の
李
夫

人
を

�め
る
に
あ
た
っ
て
歌
っ
た
歌
（
『

�書
』
卷
九
十
七
上
「
外
戚
傳
」
）

も
ま
た
、
五
言
を
基

�と
し
て
い
た
。

北
方
有
佳
人

北
方
に
佳
人
有
り

�世
而
獨
立

�世
に
し
て
獨
立
す

一

�傾
人

�

一

�す
れ
ば
人
の

�を
傾
け

再

�傾
人
國

再

�す
れ
ば
人
の
國
を
傾
く

�不
知

�く
ん
ぞ
知
ら
ざ
ら
ん

傾

�與
傾
國

傾

�と
傾
國
と
を

佳
人

�再
得

佳
人
は
再
び
は
得
る
こ
と

�し

ま
た
、
五
言
三
十
句
か
ら

�る
樂
府
古
辭
「
相
逢
行
」
（
『
樂
府
詩
集
』

魏
に
お
け
る
五
言
詩
流
行
の

�因
に
つ
い
て
（
矢
田
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卷
三
十
四
「
相
和
歌
辭
・

�
�曲

」
）
に
は
、

�勢
の
家
の
宴
席
に
侍
る

「
邯
鄲
の
倡
」
が

�か
れ
て
い
る
。

�金
爲
君
門

�金
も
て
君
が
門
と
爲
し

白
玉
爲
君
堂

白
玉
も
て
君
が
堂
と
爲
す

堂
上
置
樽
酒

堂
上
樽
酒
を
置
き

作
使
邯
鄲
倡

邯
鄲
の
倡
を
作
使
す

倡
家
が

�勢
の
家
の
宴
席
で
歌

�を
披
露
し
、
出
席

�の
耳
目
を
樂

し
ま
せ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
『
後

	書
』
の
以
下
の
記


か
ら
も
確

�で
き
る
。

豪
人
之
室
、
…
…
妖
童
美
妾
、

�乎
綺
室
、
倡
謳
伎
樂
、
列
乎

深
堂
。

〔
豪
人
の
室
、
…
…
妖
童
美
妾
、
綺
室
を

�め
、
倡
謳
伎
樂
、
深

堂
に
列
な
る
。
／
『
後

	書
』
卷
四
十
九
「
仲
長
統
傳
」〕

融
外
戚
豪
家
、
多
列
女
倡
、
歌

�於

。

〔
融
は
外
戚
豪
家
に
し
て
、
多
く
女
倡
を
列
ね
、

に
歌

�せ
し

む
。
／
『
後

	書
』
卷
六
十
四
「
盧
植
傳
」〕

お
そ
ら
く
、

�勢
の
家
の
宴
席
で
は
、
そ
こ
に
侍
る
倡
家
に
よ
っ
て

「
相
逢
行
」
の
よ
う
な
五
言
の
詩
が
多
く
歌
わ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
『
文

�』
卷
二
十
九
に
「
古
詩
十
九
首
」
と
し
て
收
め
ら

れ
て
い
る

	代
の
五
言
詩
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
「
倡
家
の
女
」
を

�

人
公
と
し
た
も
の
も
見
ら
れ
る
（

�）。

昔
爲
倡
家
女

昔
は
倡
家
の
女
た
り

今
爲
蕩
子

�

今
は
蕩
子
の

�と
爲
る

蕩
子
行
不
歸

蕩
子
行
き
て
歸
ら
ず

空
牀

�獨
守

空
牀
獨
り
守
る
こ
と

�し
（
其
二
）

こ
の
よ
う
に
五
言
詩
の
背
後
に
は
「
倡
家
」
の
影
が
見
え
隱
れ
し
て

い
る
こ
と
が
確

�さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
は
た
し
て
、
摯

�の
指
摘
す
る

�り
、
五
言
が
「
俳
諧
倡
樂
」
と
稱
さ
れ
る

�た
ち
に
よ
っ
て
、
多
く

用
い
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
「
倡
家
」
出
身
の
卞
夫
人
も
ま
た
、
當

然
、
五
言
を
用
い
て
詩
を
作
り
、
あ
る
い
は
歌
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、

さ
ら
に
は
夫
の
曹
操
お
よ
び
息
子
の
曹
丕
・
曹
植
の
詩
作
活
動
に
も
、

當
然
、
影

�を

�ぼ
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
魏
に
お

け
る
五
言
詩
流
行
の

�因
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
少
な
く
と
も
卞
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夫
人
を
は
じ
め
「
倡
家
」
と
い
う
存
在
に
對
す
る
考
察
が
不
可
缺
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
（

�）。

【（
ⅲ
）
曹
操
の
政
策
と
し
て
の
「
文
學
の
宣
揚
」
に
よ
る
影

�】

建
安
五
年
（
二
〇
〇
）
に
官
渡
の
戰
い
で
袁
紹
を
破
り
、
さ
ら
に
建

安
十
年
に
袁
譚
を
討
っ
て
華
北
を

�定
し
た
曹
操
は
、
袁
氏
の
居

�で

あ
っ
た

�に
自
ら
の
據
點
を
移
し
た
。
こ
の
頃
よ
り
曹
操
の

�下
に
は

多
く
の
文
人
が
集
ま
り
、
曹
操
・
曹
丕
・
曹
植
を
中
心
に
文
學
活
動
が

�ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『
三
國
志
』
卷
二
十
一
「
魏
書
・

王
粲
傳
」
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

始
文

	爲
五
官
將
、



�原

侯
植
皆
好
文
學
。
粲
與
北

�徐
幹

字

�長
・
廣
陵
陳
琳
字
孔
璋
・
陳
留
阮

字
元
瑜
・
汝
南
應

�

字
德
璉
・
東

�劉
楨
字
公
幹
、
竝
見
友
善
。

〔
始
め
文

	

五
官
將
と
爲
り
、

�原
侯
の
植
と
皆
な
文
學
を
好

む
。
粲
と
北

�の
徐
幹
字
は

�長
・
廣
陵
の
陳
琳
字
は
孔
璋
・

陳
留
の
阮



字
は
元
瑜
・
汝
南
の
應

�

字
は
德
璉
・
東

�の

劉
楨
字
は
公
幹
と
、
竝
び
に
友
善
せ
ら
る
。〕

曹
操
が
自
ら
の

�下
に
文
人
た
ち
を
積
極

�に
招
き
入
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
渡
邉
義

�氏
は
そ
こ
に
曹
操
の
政
治

�な
意
圖
を
見
る
（

�）。

曹
操
は
、
袁
氏
を
打
倒
す
る
以

�に
お
い
て
は
、
自
ら
の
勢
力
基
盤
を

�く
た
め
、
荀
彧
な
ど
名
士
の
協
力
を
必

�と
し
た
が
、
袁
氏
を
打
倒

し
勢
力
基
盤
を

�い
て
以
後
は
、
曹
魏
政

�の
君

�
�力

の
確
立
を
目

指
し
、
名
士
と
の
對
立
色
を
深
め
て
い
っ
た
。

�體

�に
は
、
名
士
た

ち
の
「
名
聲

�義
」
に
よ
る
人
事
に
對
抗
し
て
、
「
唯
才

�義
」
に
よ

る
人
事
を
行
い
、
さ
ら
に
は
儒

�に
基
づ
く
名
士
た
ち
の
文

�
�價

値

に
對
抗
す
る
た
め
、
そ
れ
に
代
わ
る
新
た
な
文

�
�價

値
と
し
て
「
文

學
」
を
政
治

�に
宣
揚
し
た
の
だ
、
と
指
摘
す
る
。
曹
操
は
、
建
安
十

六
年
（
二
一
一
）
に
「
五
官
將
文
學
」
と
い
う
「
文
學
」
を
冠
す
る
官

職
を
新
た
に
創
設
す
る
が
（

�）、
渡
邉
氏
は
そ
れ
を
、
「
文
學
」
を
制
度

�

す
る
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
と
し
、
さ
ら
に
は
後
に
激

�す
る
崔

�・

毛

�・
徐
奕
・
何

�・

�
�な

ど
の
名
士
と
丁
儀
と
の
對
立
に

 目
し
、

そ
れ
を
儒

�
�價

値
基
準
を

!げ
る
名
士

"が
掌
握
す
る
丞
相
東
曹
掾

の
人
事

�に
對
抗
し
て
、
丞
相
西
曹
掾
で
あ
っ
た
丁
儀
が
曹
操
の
「
文

學
」
宣
揚
を
背
景
に
「
文
學
」

�價
値
を
基
準
と
し
た
人
事
を
推

#し
、

儒

�
�價

値
に
對
す
る
優
越
性
を
示
そ
う
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
人
事

�

を
め
ぐ
る
抗
爭
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
渡
邉
氏
の
見
解
は
、
曹
操
と

名
士

"と
の
關
わ
り
方
や
名
士

$に
お
け
る
地

%・
血

%・
官
職
面
で

の
結
び
つ
き
な
ど
に
つ
い
て
、
史
料
や
先
行

&
'を

綿
密
に
檢
討
し
た

魏
に
お
け
る
五
言
詩
流
行
の

�因
に
つ
い
て
（
矢
田
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う
え
で

�き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
極
め
て

�得
力
の
高
い

も
の
だ
と
言
え
よ
う
。

曹
操
の

�下
に
多
く
の
文
人
が
集
ま
り
、
曹
操
・
曹
丕
・
曹
植
を
中

心
と
し
た
い
わ
ゆ
る
建
安
文
壇
に
お
い
て
文
學
活
動
が

�ん
に
行
わ
れ

た
背
景
に
、
曹
操
に
よ
る
政
策
と
し
て
の
「
文
學
」
の
宣
揚
が
あ
っ
た

と
す
れ
ば
、
建
安
文
壇
に
お
い
て
五
言
が
詩
歌
創
作
の

�流
と
な
っ
た

現
象
も
ま
た
、
當
然
そ
の
影

�に
よ
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（

�）。

は
た
し
て
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
四
言
詩
で
は
な
く
、
五
言

詩
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
も
そ
も
四
言
詩
は
、
儒

	の
經
典
の
一
つ
で
あ

る
『
詩
經
』
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
り
、
名
士
た
ち
の
文



�價

値
に

合

�す
る
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。

代
に
お
い
て
、
士
人

�の

�答
詩

が
四
言
を
慣
例
と
し
て
い
た

�因
も
、

�に
こ
の
點
に
こ
そ
求
め
ら
れ

よ
う
。
一
方
、
五
言
詩
は
民

�の
歌
曲
に
由
來
し
、
そ
の
擔
い
手
と
し

て
俳
諧
倡
優
の
存
在
が
確

�さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

�
�し

た

�
り
で
あ
る
。
俳
諧
倡
優
は
、
そ
の
技

�に
よ
っ
て
爲
政

�に
媚
び
入
り
、

爲
政

�を
奢
侈
に

�き
政
治
を
怠
ら
せ
る

�
�
�因

と
も
な
り
う
る
こ

と
か
ら
、
孔
子
を
は
じ
め
儒

	理
念
に
基
づ
く
政
治
を
志
向
す
る

�に

と
っ
て
は
、
は
な
は
だ
蔑
む
べ
き
存
在
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
。

『
史
記
』
卷
四
十
七
「
孔
子
世
家
」
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

齊
有
司
趨
而

�曰
、
「

�奏
宮
中
之
樂
」
。
景
公
曰
「

�」
。
優

倡
侏
儒
爲
戲
而

�。
孔
子
趨
而

�、

�階
而
登
、
不
盡
一
等
、
曰

「

�夫
而
營
惑

�侯

�當
誅
。

�命
有
司
」。
有
司
加
法
焉
、
手
足

�處
。

〔
齊
の
有
司

趨
り
て

�み
て
曰
は
く
、
「
宮
中
の
樂
を
奏
せ
ん

こ
と
を

�ふ
」
と
。
景
公
曰
は
く
「

�」
と
。
優
倡
侏
儒
戲

れ
を
爲
し
て

�む
。
孔
子
趨
り
て

�み
、
階
を

�て
登
り
、
一

等
を
盡
く
さ
ず
し
て
、
曰
は
く
「

�夫
に
し
て

�侯
を
營
惑
す
る

�

當
に
誅
す
べ
し
。

�ふ
有
司
に
命
ぜ
ん
こ
と
を
」
と
。
有

司
法
を
加
へ
、
手
足
處
を

�に
す
。〕

齊
の
景
公
と
魯
の
定
公
が
夾
谷
で
會
見
し
た
折
り
の
こ
と
。
齊
の
側

が
齊
の
宮
中
で
演
奏
さ
れ
て
い
る
樂
曲
を
披
露
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

優
倡
侏
儒
が
戲
れ
な
が
ら

�み
出
て
き
た
。
そ
れ
を
見
た
孔
子
は
、

�

侯
を
惑
わ
し
政
治
を
亂
す
と
の
理
由
か
ら
、
そ
れ
ら
の

�を
誅

 す
る

よ
う
求
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
（

!）。

"
#の

價
値
基
準
に
對
抗
し
そ
れ
を
相
對


す
る
に
は
、
で
き
る
だ

け
そ
れ
と
は

�質
の
價
値
基
準
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
れ
と
は
對
極
に

あ
る
價
値
基
準
を
提
示
す
る
の
が
最
も
效
果

�で
あ
ろ
う
。
曹
操
に
よ

る
「
文
學
の
宣
揚
」
が
新
た
な
文



�價

値
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
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儒
�に

基
づ
く
名
士
た
ち
の
文

�
�價

値
に
對
抗
し
、
そ
れ
を
相
對

�

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
名
士
た
ち
に
と
っ
て
否
定

�な
存
在

で
あ
っ
た
俳
諧
倡
優
と
關
わ
り
の
深
い
五
言
詩
は
、
そ
の
意
味
で
は
ま

さ
に

�合
の
よ
い
詩
形
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
、
結
語

�代
に
お
い
て
は
、
士
人

�の
詩
の

�答
は
四
言
で
行
わ
れ
る
の
が

慣
例
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
魏
に
お
い
て
は
そ
の
慣
例
が
破
ら
れ
、

�

答
詩
に
お
い
て
も
ま
た
、
他
の
分
野
の
詩
と
同
樣
、

	と
し
て
五
言
で

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
魏
に
お
け
る
五
言
詩
流
行
の




因
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
以
下
の
三
點
を
指
摘
し
た
。

（
ⅰ
）
君

	
�力

側
に
あ
る
人
た
ち
の
詩
歌
へ
の
愛
好
。

（
ⅱ
）
倡
家
の
出
身
で
あ
る
卞
夫
人
の
影

�。

（
ⅲ
）
曹
操
の
政
策
と
し
て
の
「
文
學
の
宣
揚
」
に
よ
る
影

�。

あ
る
い
は
こ
れ
以
外
の


因
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ひ

と
ま
ず
は
以
上
の
三
點
を

	な


因
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。
は
た
し
て
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の


因
は
い
ず
れ

も
極
め
て
魏
に
特
有
の
も
の
だ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、

や
蜀
に
お
い
て
は
詩
作
活
動
が
振
る
わ
な
か
っ
た
の
か
（

�）、

現
存
の
作
品
は
極
め
て
少
な
い
。
た
だ
、
も
し
か
り
に
詩
作
活
動
が
行

わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
お
そ
ら
く
は

�代
と
同
樣
に
、
依
然
と
し
て

四
言
を

	と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、

�欽

立
輯
校
『
先
秦

�魏
晉
南
北

�詩
』
（
中

�書
局
）
に
は
、

の
文
人
の

詩
が
八
例
收
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
六
例
が
四
言
で
あ
る
こ

と
か
ら
も
（

�）、
そ
の
よ
う
に

�斷
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
以
上
の
推
測
の

�り
だ
と
す
れ
ば
、
三
國
時
代
に
お
け
る
五
言
詩

の
流
行
は
、
や
は
り
魏
の
み
に
特
有
の


因
に
よ
る
、
魏
に
限
ら
れ
た

極
め
て
特

�な
現
象
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
曹
丕
が
魏
の
初
代
皇

�と
し
て

�位
し
て
以

�、
魏
に
お

い
て
も
詩
作
活
動
は
建
安
期
に
比
べ
て
振
る
わ
な
く
な
る
。
そ
の
原
因

と
し
て
は
、
建
安
文
壇
の

	

メ

ン
バ
ー
の
死
去
（

�）、
曹
丕
と
曹
植
と

の
相
續
爭
い
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
曹
丕
と
曹
植
の
相
續
爭
い
に
つ

い
て
、
渡
邉
義

�氏
は
そ
れ
を
、
「
文
學
」
を
價
値
基
準
と
し
た
人
事

を

�め
る
丁
儀
が
推
す
曹
植
と
、
儒

�
�價

値
を
擁

�す
る
た
め
長
子

相
續
を

	張
す
る
名
士
が
推
す
曹
丕
と
の
爭
い
と
捉
え
る
。
一
時
は
文

學
の
才
能
に
優
れ
る
曹
植
を
太
子
に
と
考
え
た
曹
操
で
あ
っ
た
が
、
建

安
二
十
二
年
（
二
一
七
）、
結
局
の
と
こ
ろ
曹
丕
を
太
子
と
す
る
。
こ

う
し
て
名
士

�の
支
持
を
得
て
曹
植
と
の
相
續
爭
い
に

�利
を
收
め
た

曹
丕
は
、
曹
操
の
死
後
、
儒

�理
念
に
基
づ
く
禪
讓
に
よ
り

�位
に
つ

く
。
そ
し
て

�位
後
た
だ
ち
に
曹
植
を
支
持
し
た
丁
儀
・
丁

�を

 
!

魏
に
お
け
る
五
言
詩
流
行
の


因
に
つ
い
て
（
矢
田
）

11



す
る
。
渡
邉
氏
は
、
丁
儀
・
丁

�な
ど
文
學
の
士
に
對
す
る
肅

�に
、

曹
魏
政

�に
お
け
る
「
文
學
」
の
宣
揚
の

�焉
を
見
る
（

�）。

儒

�理
念
に
基
づ
く
禪
讓
に
よ
っ
て

�位
に
つ
い
た
曹
丕
は
、
そ
れ

以

	、
名
士
と
の
協


關
係
に
よ
っ
て
、
政
治
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に

な
る
（

�）。
し
か
し
、
詩
作
面
に
お
い
て
は
、
建
安
期
に
比
べ
て
振
る
わ

な
く
な
っ
た
と
は
言
え
、
例
え
ば
曹
植
の
「

�白
馬
王
彪
詩
」
な
ど
の

例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
依
然
と
し
て

�答
詩
が
五
言
で
作
ら
れ
る
な

ど
、

代
の
あ
り
よ
う
に

�る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
以
下
の
點
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

①
曹
丕
を
は
じ
め
魏
の
君

�は
、
政
治
面
で
は
名
士

�に

�協
を

余
儀
な
く
し
た
も
の
の
、
曹
操
が

�げ
た
「
文
學
」
と
い
う
文

�

�價
値
を
完

�に
否
定
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
、
名
士

�に
對
し
て

�協
し
な
か
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

②
名
士
の
方
も
政
治
面
に
お
い
て
一
定
の
影

�力
を
保
ち
得
た
こ

と
か
ら
、
詩
作
面
に
ま
で
口
出
し
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
士
人

�の

�答
詩
は
四
言
を
基
本
と
す
る
と
い
っ

た

代
の
慣
例
が
復
活
す
る
に
は
、
名
士
出
身
の
司
馬
氏
の
政

�、
す

な
わ
ち
西
晉
の
到
來
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

【

�】

（
１
）
本
稿
で
言
う
「
魏
」
と
は
、
曹
操
の

�下
で
い
わ
ゆ
る
建
安
文
壇
の

活
動
が

�ん
で
あ
っ
た
時
期
を
含
む
。

（
２
）
拙
論
「
西
晉
期
に
お
け
る
《
四
言
詩
》

�行
の

�因
に
つ
い
て
―

「
應
詔
・
應
令
」

�び
「

�答
」
の
詩
を
中
心
に
―
」
（
『
中
國
詩
文
論

叢
』
第
十
四
集
、
中
國
詩
文

�究
會
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
。
拙
論

「
傅
咸
の
四
言

�答
詩
に
つ
い
て
」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
二
十
四
集
、

中
國
詩
文

�究
會
、
二
〇
〇
五
年
）
の
【

�】（
１
）
を
參
照
。

（
３
）
四
言
詩
と
五
言
詩
の
リ
ズ
ム
、
お
よ
び
そ
の

�衰
に
つ
い
て
は
、
松

浦
友
久

�『
中
國
詩
歌
原
論
』
（
大
修

�書
店
、
一
九
八
六
年
）
第
二

部
〔
五
、
詩
と
リ
ズ
ム
〕
「
中
國
古
典
詩
の
リ
ズ
ム
―
リ
ズ
ム
の
根
源

性
と
詩
型
の
變

 ―
」
を
參
照
。

（
４
）
「

�蔡
子
篤
詩
」
「

�士
孫
文
始
」
「

�文
叔
良
二
首
」
は
、
王
粲
が

荊
州
の
劉
表
の
許
に
身
を
寄
せ
て
い
た
時
期
の
作
（
『
文

!』
卷
二
十

三
、
參
照
）。「

�楊

"
#」

詩
の
創
作
時
期
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
伊

$正
文
論
文
「
王
粲
傳
論
」（『
建
安
詩
人
と
そ
の
傳
統
』

創
文

%、
二
〇
〇
二
年
、

&收
）
は
、
王
粲
と
楊
脩
（
字
は

"
#）

と

が
交
友
關
係
を
結
ん
だ
時
期
を
、
中

'六
年
頃
と
推
定
す
る
。
お
そ
ら

く
「

�楊

"
#」

詩
も
ま
た
、
曹
操
に
歸
順
す
る
以

(の
作
の
可
能
性

が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）
詳
し
く
は
、
鈴
木
修

)
�『

魏
詩
の

�究
』
（
大
修

�書
店
、
一

九
六
七
年
）
の
「
第
二
章

樂
府
・
古
歌
・
古
詩
考
」
「
第
四

項
古

歌
・
古
詩
考
」「
四
傳
蘇
武
・
李
陵
詩
考
」
を
參
照
。

中
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叢
第
二
十
五
集

12



（
６
）
第
七
回
六

�學

�學
會
大
會
に
お
け
る
口
頭
發
表
「
西
晉
に
お
け
る

秦
嘉
・
徐
淑
の

�答
詩
」
（
二
〇
〇
三
年
十
一

�二
日
、
於
斯
文
會

�

�堂
）
。
な
お
、
龜
山

�論
文
「
秦
嘉
「

�答
詩
」
の

	代
詩
と
し
て

の
新
し
さ
」（『
高
知
大
國
文
』
第
十
九
號
、
一
九
八
八
年
）
は
、
秦
嘉
・

徐
淑
の

�答
詩
を
ひ
と
ま
ず

	代
の
作
と
し
て
、
そ
の
新
し
さ
を
探
ろ

う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
詩
の
特


さ
か
ら
、
後
世
の
假
託
で

あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
、

�意
が
拂
わ
れ
て
い
る
。

（
７
）
こ
こ
で
は
、
詩
題
ご
と
に
一
つ
の
作
品
と
し
て
數
え
て
い
る
。
例
え

ば
「

�徐
幹
詩
二
首
」
と
あ
れ
ば
、
二
首
と
數
え
ず
、
一
例
と
數
え
て

い
る
。

（
８
）
魏
の

�答
詩
に
つ
い
て
の
專
論
に
、
龜
山

�論
文
「
建
安
詩
人
に
よ

る

�別
の

�答
詩
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
四
十
一
集
、

一
九
八
九
年
）、「
建
安
年

後
期
の
曹
植
の
〈

�答
詩
〉
に
つ
い
て
」

（『
中
國
文
學
報
』
第
四
十
二
冊
、
一
九
九
〇
年
）、「
劉
楨

�答
詩
論
」

（『
中
國
文
學
報
』
第
四
十
七
冊
、
一
九
九
三
年
）
が
あ
る
。
龜
山
論
文

は
、
個
々
の
詩
に
お
け
る

�容
の
詳
細
な
分
析
に
優
れ
、
個
々
の
詩
が

備
え
持
つ
特

�に
つ
い
て
明
解
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）
拙
論
「
西
晉
「
五
言

�答
詩
」
創
作
時
期
考
」（『
言
語
と
文

�』
第

四
號
、
愛
知
大
學
語
學

�育

�究
室
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
參
照
。

（

10）
拙
論
「
「
昔
爲
倡
家
女

今
爲
蕩
子

�」
考
―

	代
の
「
倡
家
」
の

實
態
に

�し
て
―
」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
十
五
集
、
中
國
詩
文

�究

會
、
一
九
九
六
年
）
を
參
照
。

（

11）
【

�】（

10）

�
�の

拙
論
を
參
照
。

（

12）
曹
丕
の
五
言
の
齊
言
の
樂
府
「
善
哉
行
二
首
」
其
二
に
も
、
齊
の
地

方
の
倡
家
が

�を

�う
樣
子
が
詠
わ
れ
て
い
る
。

齊
倡
發
東

�

齊
の
倡
は
東
の

�を
發
し

秦
箏
奏
西

�

秦
の
箏
は
西
の

�を
奏
す

な
お
、
狩
野
雄
論
文
「
有
名
と
無
名
の
あ
い
だ
―
後

	樂
府
の
一
側

面
―（
下
）」（『

相

�國
文
』
第
三
十
二
號
、
二
〇
〇
五
年
）
は
、
曹
丕

と
曹
植
の

�と
し
て
樂
府
作
品
に
「
齊
」
と
い
う
地
名
が
多
く
詠
わ
れ

て
い
る
こ
と
と
、
母
親
の
卞
氏
が
曹
操
と

�り
逢
う
ま
で
の

、

�と

し
て
活
動
し
て
い
た
地
域
が
齊
で
あ
っ
た
こ
と
に

�目
し
、
「
卞
氏
の

輿
入
れ
を
機

�と
し
て
多
く
の
齊
の
樂
人
が
曹
操
の

�下
に
入
っ
て
地

位
を
得
て
ゆ
き
、

�ん
に
齊
の
樂
が
演
奏
さ
れ
歌
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
」
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

（

13）
渡
邉
義

 
!『

三
國
政

"の

#
$と

「
名
士
」』（
汲
古
書
院
、
二
〇

〇
四
年
）
第
四
章
「
曹
魏
政

"論
」
第
三

%「
「
文
學
」
の
宣
揚
」
を

參
照
。

（

14）
「
五
官
將
文
學
」
に
、
い
わ
ゆ
る
「
建
安
七
子
」
の
中
で
は
、
徐
幹

と
應

&が
就
任
し
て
い
る
（『
三
國
志
』
卷
二
十
一
「
魏
書
・
王
粲
傳
」）。

ま
た
伊

'正
文
論
文
「
劉
楨
傳
論
」（『
建
安
詩
人
と
そ
の
傳
統
』
創
文

(、
二
〇
〇
二
年
、

�收
）
に
よ
れ
ば
、
劉
楨
も
ま
た
こ
の
官
職
に
就

い
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

（
15）

王
粲
・
劉
楨
・
阮

)・
應

&に
は
、
曹
丕

�催
の
宴
席
で
作
ら
れ
た

「
公
讌
詩
」
と
題
す
る
五
言
詩
が
あ
る
。
政
策

*な
意
圖
は
と
も
か
く
、

こ
れ
ら
の
詩
が
酒
宴
の

�催

+で
あ
る
曹
丕
の

,
-に

よ
っ
て
作
ら
れ

魏
に
お
け
る
五
言
詩
流
行
の

,因
に
つ
い
て
（
矢
田
）
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た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
以
下
に

�げ
る
『
初
學
記
』
の
記

�の
例
か

ら
見
て
も
、
ほ
ぼ

�
�い

な
い
で
あ
ろ
う
。
『
初
學
記
』
卷
十
「
儲
宮

部
・
皇
太
子
」
の
「
西
池
東
閣
」
の
項
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

魏
文

�集
曰
、
爲
太
子
時
、
北
園

�東
閣

�堂
、
竝
賦
詩
。
命

王
粲
・
劉
楨
・
阮

	・
應


等
同
作
。

〔
魏
の
文

�の
集
に
曰
は
く
、
太
子
た
り
し
時
、
北
園

�び
東
閣

の

�堂
に
て
、
竝
び
に
詩
を
賦
す
。
王
粲
・
劉
楨
・
阮

	・
應




等
に
命
じ
て
同
に
作
ら
し
む
、
と
。〕

（

16）
ち
な
み
に
魏
の
嘉

�六
年
（
二
五
四
）
、
皇

�で
あ
っ
た
曹

�は
、

日
「
倡
優
」
を
引
き
入
れ
、
政
治
を
怠
っ
た
こ
と
を
理
由
に

�げ
ら

れ
、
司
馬
師
に
よ
っ
て

�位
を
廢
さ
れ
て
い
る
。
『
三
國
志
』
卷
四

「
魏
書
・
三
少

�紀
」
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

秋
九

�、
大
將
軍
司
馬
景
王
將
謀
廢

�、
以
聞
皇
太
后
。
甲
戌
、

太
后
令
曰
、
「
皇

�
�春

秋
已
長
、
不
親
萬
機
、
耽
淫

�寵
、
沈

漫
女
德
、
日

�倡
優
、
縱
其
醜
謔
、
…
…
以

�皇
位
。」

〔
秋
九

�、
大
將
軍
司
馬
景
王

將
に

�を
廢
せ
ん
こ
と
を
謀
ら

ん
と
し
、
以
っ
て
皇
太
后
に
聞
す
。
甲
戌
、
太
后

令
し
て
曰
は

く
、
「
皇

�の

�は
春
秋

已
に
長
ず
る
も
、
萬
機
を
親 み
ず
から
せ

ず
、

�寵
に
耽
淫
し
、
女
德
に
沈
漫
し
、
日
々
倡
優
を

�き
、
其

の
醜
謔
を
縱

ほ
し
い
ま
まに
す
、
…
…
以
っ
て
皇
位
を

�く
。」
と
。〕

ま
た
、
倡
家
出
身
の
卞
氏
は
、
常
に
質
素
儉

�に
努
め
て
い
た
と
い

う
。
王
沈
の
『
魏
書
』（『
三
國
志
』
卷
五
「
魏
書
・
后
妃
傳
」
の
裴
松

之

�、

�引
）
に
見
え
る
卞
氏
自
身
の
言

�に
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

吾
事
武

�四
五
十
年
、
行
儉
日
久
、
不
能
自
變
爲
奢
。

〔
吾
れ
武

�に
事
へ
て
四
五
十
年
、
儉
を
行
ふ
こ
と
日
に
久
し
、

自
ら
變
じ
て
奢
を
爲
す
こ
と
能
は
ず
。〕

も
ち
ろ
ん
卞
氏
自
身
の
人
柄
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
卞
氏
は
倡

家
の
出
身
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
儒

�を
信
奉
す
る
名
士

�か
ら
見
れ
ば
、

批

�の
對
象
と
な
り
や
す
い
立
場
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
名
士

�

の
批

�を
か
わ
す
た
め
に
も
、
卞
氏
は
自
ら
の
行
動
に
は
常
に
愼
重
を

期
す
る
必

�が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
卞
氏
も

ま
た
、
孔
子
の

�
�に

よ
り
誅

�さ
れ
た
倡
優
と
同
樣
、
齊
の
出
身
で

あ
っ
た
。

（

17）
西
晉
に
滅
ぼ
さ
れ
た

�の
出
身
の
陸
雲
は
、
兄
の
陸
機
に
寄
せ
た
書

�（「
與

�原
書
」
其
三
）
の
中
で
、「
四
言
五
言
非

�長
〔
四
言
・
五

言
は
長
ず
る

�に
非
ず
〕
」
と
言
う
。
陸
雲
の
こ
の
發
言
は
、
三
國
期

に
お
け
る

�の
詩
作

�況
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

（

18）
薛
綜
「
嘲
蜀
使
張
奉
二
首
」（
四
言
）、
張
純
「
賦
席
」（
四
言
）、
張

儼
「
賦
犬
」（
四
言
）、
朱

�「
賦
弩
」（
四
言
）、

 葛
恪
「
與
費

!」

（
四
言
）、

"覈
「
與
薛
瑩
詩
」（
五
言
）、

#昭
「
與
孫
奇
詩
」（
四
言
）、

孫
晧
「
爾
汝
歌
」（
五
言
）。

（

19）
阮

	は
建
安
十
七
年
（
二
一
二
）
に
、
王
粲
・
徐
幹
・
陳
琳
・
應


・

劉
楨
は
、
い
ず
れ
も
建

安
二
十
二
年
（
二

一
七
）
に

$く
な
る
（
『
三

國
志
』
卷
二
十
一
「
魏
書
・
王
粲
傳
」）。

（

20）
【

�】（

13）
に
同
じ
。

中
國
詩
文
論
叢

第
二
十
五
集
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（
21）

「
天
下
爲
公
〔
天
下
を
公
と
爲
す
〕」
と
い
う
『
禮
記
』
禮

�を
典
據

と
す
る
儒

�の
論
理
に
よ
っ
て
、
後

�の
禪
讓
を
受
け
て
魏
を
建
國
し

た
曹
丕
は
、
例
え
ば

�位
後
た
だ
ち
に
親
族
や
外
戚
の
政
治
へ
の
參
與

を
禁
止
し
た
り
、
孔
子
廟
祭
祀
の
復
興
に
よ
り
儒

�の

�重
を
象

�
�

に
示
し
た
り
す
る
な
ど
、
儒

�に
基
づ
く
「
公
」
の
政
治
を
推

	し
、

正
統
性
を
常
に
顯
在


す
る
必

�に

�ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
渡
邉

義

氏
の
【

�】
（

13）

�
�書

、
第
四
章
「
曹
魏
政

�論
」
第
四

�

「「
公
」
と
「
私
」」
を
參
照
）。

魏
に
お
け
る
五
言
詩
流
行
の

�因
に
つ
い
て
（
矢
田
）
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